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謹賀新年

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
皆
様
か
ら
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
28
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
新
役
員
が
選

任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
柱
と
す
る
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
、
世

界
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

各
地
で
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ

れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新
し
い
生
活
様
式
の
導
入
、
県
域
を
越

え
た
移
動
の
制
限
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
末
を
も
っ
て
発

令
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
者
は
国
内
で
約
１
７
２
万
人
、

世
界
全
体
に
お
い
て
も
２
億
５
千
万
人
に
上
り
、
今
後
も
終
息

に
向
け
た
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
初
旬
か
ら
続
い
た
天
候
不
順
が
影
響
し
、
夏
野

菜
の
生
産
量
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
「
基
腐

病
」
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
産
地
と
し
て
持
続
可
能
な
農
業

を
続
け
る
為
に
も
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

原
因
究
明
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
他
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
普
及
に
よ
り
下
げ
止
ま
る
中
、
世
界
的
な
原
油
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
生
産
資
材
や
燃
料
代
、
生
活
用
品
な
ど
が
高

騰
す
る
な
ど
、
農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
季
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
選
手

た
ち
の
活
躍
に
よ
り
多
く
の
感
動
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
巣

篭
り
需
要
が
拡
大
す
る
な
ど
、
農
業
関
連
の
明
る
い
話
題
も
少

し
ず
つ
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
「
組
合
員
の
判
断
」
が
尊
重

さ
れ
る
事
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
が
自
己
改
革
と
准
組
合
員
の
事
業
利

用
の
方
針
を
総
会
で
決
め
実
行
す
る
「
自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク

ル
」
が
、
政
府
の
規
制
改
革
実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
農
林
水
産
省
で
は
、
Ｊ
Ａ
に
対
し
て
持
続
可
能
な
収
益
性

と
将
来
に
わ
た
る
健
全
性
を
検
査
す
る
方
向
で
「
早
期
警
戒
制

度
」
が
見
直
さ
れ
、
指
導
・
監
督
等
を
行
な
う
仕
組
み
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、「
持

続
可
能
な
農
業
・
地
域
共
生
の
未
来
づ
く
り
」「
不
断
の
自
己

改
革
に
よ
る
さ
ら
な
る
進
化
」
を
骨
子
と
し
て
、
10
年
後
に
め

ざ
す
姿
を
確
立
す
る
た
め
、
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
た
施
策

作
り
を
行
う
事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
が
10

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
鹿
児
島
県
は
二
連
覇
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
、
当
Ｊ
Ａ
も
全
力
で
取
り
組

み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
長
期
構
想
に

基
づ
く
第
11
次
中
期
三
か
年
計
画
を
策
定
し
、「
管
内
生
産
力

の
維
持
・
拡
大
」「
農
業
者
の
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
結
集
促
進
」「
Ｊ

Ａ
の
収
支
改
善
」
を
事
業
構
想
と
し
た
、
組
合
員
・
利
用
者
に

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
念
頭
に
、
安
定
的
な
事
業
運
営
と

健
全
な
経
営
を
目
指
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
更
な
る
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
宜
し
く

　
　
お
願
い
致
し
ま
す

【
理
事
】

上
篭　

慶
利　
　

仮
屋
﨑
義
弘

髙
﨑　

知
一　
　

水
迫　

智
弘

田
中　

喜
巳　
　

西
元　

弘
行

岡
元　

和
人　
　

福
里　
　

彰

東
川　

勝
広　
　

滝
下
真
弥
子

吉
﨑　

久
男　
　

伊
瀬
知
省
一

田
中　
　

司　
　

永
吉
ゆ
り
か

末
吉　

清
子

【
監
事
】

濵
薗　
　

徹　
　

石
坂　

照
義

桃
木　

重
隆　
　

下
川　

良
二

栫
山　

俊
孝　
　

新
保　

健
一

代表理事組合長

福吉　秀一
管理・経済担当常務

中川路　慎
信用・共済担当常務

濵﨑　正人
常勤監事

窪田　茂穂
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いぶすきの「豆類」生産・出荷本格化！

　JA管内でスナップエンドウの出荷が進んでいます。
指宿市の秋葉泰光さん（47）は10月26日、10アール
のハウスに入り、スナップエンドウに傷などが無いか
確認しながら、はさみで丁寧に収穫しました。
　秋葉さんは「今日は初収穫で、まだコンテナ半分程
度の出荷。長雨や高温乾燥で今年は苦労が多かった。
初収穫を迎えることができてうれしい。」と喜びを語
りました。
　東部経済課の汰木営農指導員は「かん水対策や病害
虫防除の農薬散布を徹底するよう、農家に呼び掛けて
いる。品質向上に向けた取り組みを行い、消費者へ品
質の良いスナップエンドウを届けたい。」と意気込みを語りました。
　JA管内では、12月から収穫のピークを迎える見込みです。共販面積98.5ヘクタールで
共販量1,293.7トンを計画しています。

　JAは11月10日、指宿市のJA指宿流通センターで、スナップ
エンドウの職員目揃え会を開きました。JA職員や県経済連職
員など22人が参加。生産者が出荷したスナップエンドウを並
べ、2021年度産の生育や出荷状況などを確認しました。
　JAでは生産者と協力し、生産履歴の記帳や残留農薬の自主
検査を実施し、安心安全で高品質な農産物の出荷に努めていま
す。
　今後は出荷ピークに向け、各地区で生産者との目揃え会や会
議を開き、出荷規格や販売対策などについて話し合う予定です。

　全国有数のソラマメ生産量を誇るJAいぶすき管内で、
2021年度産ソラマメ出荷に向けた準備が進んでいます。
　JAいぶすき野菜部会協議会の前薗義住そらまめ部会長は
11月12日、指宿市山川の畑約20アールで、ソラマメの脇芽
取りや整枝作業などを行いました。前薗部会長は「11月か
ら気温が下がり、実入りの良い高品質なソラマメの出荷が
期待できる。万全な状態で本格出荷を迎えられるよう、丁
寧に作業したい。」と話しました。
　2021年産は10月までの暑さと干ばつが影響し、花落ちが
見られました。JAでは、出荷の時期を12月上旬からと見込
んでいます。

スナップエンドウ出荷始まる

職員同士でスナップ目揃え
今後の品質向上に生かす

本格出荷に向けソラマメ準備進む

スナップエンドウを収穫する秋葉さん

出荷されたスナップエンドウを見比べるＪＡ職員

ソラマメの脇芽を取る前薗部会長
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自分で茶葉を揉み、荒茶を作りました

九
州
市
茶
業
課
と
頴
娃
小

学
校
は
、
10
月
７
日
に

同
校
で
、
荒
茶
の
製
造
体
験
学
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
５

年
生
17
人
は
、
農
家
の
畑
で
茶
葉

を
収
穫
し
た
後
、
市
職
員
や
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
職
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
蒸
し

や
揉
み
、
乾
燥
な
ど
の
加
工
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

同
体
験
学
習
会
は
総
合
学
習
活

動
の
一
環
で
、
５
年
生
を
対
象
に

毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
製
造
体
験

以
外
に
も
、
茶
農
家
を
招
い
た
講

演
会
や
学
習
活
動
な
ど
で
地
域
の

産
業
や
文
化
を
学
び
、
郷
土
へ
の

愛
着
や
文
化
を
尊
重
す
る
意
識
を

育
て
て
い
ま
す
。

　

茶
業
セ
ン
タ
ー
の
別
府
職
員
は

「
南
九
州
市
が
日
本
有
数
の
茶
生

産
地
だ
と
知
ら
な
い
児
童
は
多
い
。

荒
茶
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
の
文

化
に
触
れ
、
地
元
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
欲
し
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。

Ａ
と
株
式
会
社
高
富
物
産
、
株

式
会
社
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
は
11
月
４
日
、
開
聞
小
学
校
近

く
の
畑
で
、
開
聞
小
学
校
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。
３
年
生
児
童

20
人
や
保
護
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
が

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
や
高
富
物
産
か
ら
収
穫

方
法
を
教
わ
っ
た
後
、
約
５
ア
ー
ル
の

畑
に
育
っ
た
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
（
紅

は
る
か
）
を
、
大
人
と
一
緒
に
手
堀
り

で
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
を
体
験
し
た
廣
瀬
心
太
郎
さ
ん

（
９
）
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
た

経
験
は
あ
る
が
、
今
日
の
作
業
は
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
大
き
な
イ
モ
が
獲
れ

た
の
で
、
食
べ
る
の
が
楽
し
み
。」
と

収
穫
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
校
の
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域

農
家
で
構
成
す
る
Ｊ
Ａ
開
聞
中
央
支
所

ふ
れ
あ
い
委
員
会
が
学
校
と
協
力
し
、

毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
高

富
物
産
と
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

が
、
Ｊ
Ａ
と
の
販
売
連
携
力
強
化
や
地

元
産
業
の
振
興
を
目
的
に
参
加
し
、
植

え
付
け
な
ど
の
作
業
に
協
力
し
た
ほ
か
、

地
域
農
業
に
関
す
る
授
業
な
ど
を
行
い
、

児
童
が
学
び
を
深
め
る
機
会
を
設
け
ま

し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
部
は
、

南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
運
営
す

る
店
舗
の
店
頭
で
焼
き
芋
と
し
て
、
消

費
者
へ
販
売
す
る
予
定
で
す
。

南

Ｊ

手
も
み
で
お
茶
づ
く
り

児
童
が
地
域
文
化
に
触
れ
る

開聞小学校の児童が
サツマイモを収穫

イモ畑の前には看板が立ちました

地域の生産者と一緒に作業しました

夢中になって、目一杯茶葉を収穫しました
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IBSUKI NEWS

秋
冬
野
菜
の
販
売
に
向
け

生
産
者
と
関
係
者
が
協
議

Ａ
い
ぶ
す
き
野
菜
部
会
協
議
会
は
11
月
18

日
、
秋
冬
野
菜
販
売
対
策
会
議
を
開
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
の
豆
類
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
人
参
な
ど
、
２
０
２
１
年
度
産
秋
冬
野
菜
の

販
売
促
進
へ
向
け
、
販
売
計
画
や
今
後
の
活
動
方

針
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
西
山
茂
会
長
は
「
今
年
度
は
10
月

ま
で
干
ば
つ
が
続
き
、
生
産
資
材
の
高
騰
が
起
こ

る
な
ど
、
生
産
者
に
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
る
。

秋
冬
野
菜
の
多
く
は
12
月
か
ら
本
格
出
荷
が
始
ま

る
の
で
、
市
場
や
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
販
路
拡
大
に

努
め
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

販
売
対
策
会
議
で
は
昨
年
と
同
様
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
に
努
め
、
各
県
の
市
場

関
係
者
が
リ
モ
ー
ト
で
出
席
し
ま
し
た
。

Ｊ

Ｊ
Ａ
青
年
部
が

大
会
の
喜
び
を
報
告

Ａ
青
年
部
の
福
吉
和
智
さ
ん
は
、
10
月
14

日
に
Ｊ
Ａ
本
所
を
訪
れ
、
福
吉
秀
一
組

合
長
に
第
35
回
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
青
年
大
会
の
受
賞

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
福
吉
和
智
さ
ん
は
福
吉
秀

一
組
合
長
へ
、
組
織
活
動
実
績
発
表
コ
ン
ク
ー
ル

の
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
事
や
日
頃
の
活
動
を
報
告
。

「
思
い
が
け
な
い
形
で
表
彰
を
受
け
、
素
直
に
嬉
し

か
っ
た
。
今
後
も
青
年
部
活
動
を
通
し
て
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　

福
吉
和
智
さ
ん
は
12
月
13
日
に
、
九
州
・
沖
縄

の
各
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
部
員
が
集
ま
る
Ｊ

Ａ
九
州
沖
縄
地
区
青
年
大
会
に
出
場
し
、
組
織
活

動
の
実
績
発
表
を
行
い
ま
す
。

Ｊ

ト
ラ
ク
タ
ー
パ
レ
ー
ド
で

農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

宿
市
農
業
機
械
士
会
は
10
月
12
日
、
指
宿

市
の
山
川
地
区
で
ト
ラ
ク
タ
ー
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
会
員
の
農
家
９
名
が
参
加
。
指

宿
市
山
川
の
Ｊ
Ａ
大
山
集
荷
場
を
出
発
後
、
事
故

防
止
啓
発
の
旗
を
取
り
付
け
た
ト
ラ
ク
タ
ー
９
台

が
約
１
時
間
か
け
て
、
畑
で
作
業
中
の
農
家
な
ど

へ
農
作
業
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
同

会
の
会
長
を
務
め
る
東
泰
幸
さ
ん
（
38
）
は
「
地

元
で
も
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
模
範
と
な
れ
る
よ
う
に
安
全
運
転
を

心
が
け
た
い
。」
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

指

農作業事故防止を呼びかける農家ら

受賞を報告した福吉和智さん（右）と福吉秀一組合長

会議の参加者へ挨拶する西山茂会長
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【
い
ぶ
す
き
】
鹿
児
島
県
の
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
５
日
、

指
宿
市
で
Ｊ
Ａ
共
済
代
理
店
と
常
勤
役
員
と
の
語
る

会
を
開
き
、Ｊ
Ａ
役
員
が
８
つ
の
代
理
店
に
、Ｊ
Ａ
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
あ

し
ら
っ
た
マ
ス
ク
計
３
２
０
枚
を
手
渡
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
10
月
か
ら
、Ｊ
Ａ
部
会
員
や
共
済
代
理
店
な

ど
の
組
合
員
、
事
業
関
係
者
に
、Ｊ
Ａ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ス
ク
を
配
布
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
自
己
改
革
「
地
域
の

活
性
化
」
の
一
環
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぎ
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
活
動
に
取

り
組
む
。

㈲
川
迫
自
動
車
の
川
迫
新
一
郎
会
長
は
「
使
い
心

地
が
良
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
立
つ

の
で
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
た
い
」
と
話
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
は
ウ
レ
タ
ン
製
で
、
白
と
グ

レ
ー
の
２
色
を
用
意
し
た
。Ｊ
Ａ
共
済
連
の
「
Ｊ
Ａ
共

済
地
域
・
農
業
活
性
化
促
進
助
成
金
」
を
活
用
。
約

５
０
０
０
枚
を
作
っ
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
白
を
Ｊ
Ａ
部
会
員
ら
に
約
１
０

０
０
枚
、
グ
レ
ー
を
共
済
代
理
店
の
81
工
場
や
部
会

員
ら
に
約
４
０
０

０
枚
配
布
す
る
。

Ｊ
Ａ
の
福
吉
秀

一
組
合
長
は
「
Ｊ

Ａ
の
マ
ス
ク
が
活

用
さ
れ
、
感
染
防

止
に
役
立
っ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
し
た
。

共
済
代
理
店
と
語
る
会

【
い
ぶ
す
き
】
鹿
児
島
県
指
宿
市
山
川
の
鹿
児
島
県

立
山
川
高
校
は
、
特
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
鹿
児
島
に
伝
わ
る
郷
土
料
理

「
か
つ
お
み
そ
」
は
、
原
材
料
に
指
宿
市
内
で
生
産
さ

れ
た
か
つ
お
節
や
喜
入
町
農
産
加
工
組
合
が
製
造
し

た
麦
み
そ
を
使
う
。
ご
飯
に
よ
く
合
い
、
同
校
で
は

年
間
約
２
０
０
０
個
を
製
造
販
売
す
る
。

同
校
は
「
食
品
製
造
」
と
「
総
合
実
習
」
な
ど
の

授
業
で
、
地
元
農
畜
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
製
造

し
て
い
る
。
生
徒
自
ら
調
理
や
瓶
詰
め
、
缶
詰
め
を

行
い
、
地
域
で
取
れ
る
農
産
品
の
特
徴
や
活
用
方
法
、

食
品
加
工
か
ら
流
通
の
流
れ
な
ど
を
学
ぶ
。
加
工
品

は
豚
み
そ
、
か
つ
お
み
そ
、
す
も
も
ジ
ャ
ム
、
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
の
全
４
種
。
定
価
は
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
円

だ
。毎

週
木
曜
日
に
開
く「
花
野
果（
は
な
や
か
）市
場
」

（
祝
日
、
学
校
行
事
な
ど
で
変
更
あ
り
）
や
、
同
校
へ

の
問
い
合
わ
せ
で
購
入
で
き
る
。
豚
み
そ
と
か
つ
お

み
そ
は
、
鹿
児
島
市
西
谷
山
の
た
わ
わ
タ
ウ
ン
谷
山

で
も
販
売
し
て
い
る
。

同
校
の
海
老
原
純
一
教
諭
は
「
地
域
資
源
を
活
用

し
て
新
た
な
加
工
品

作
り
に
挑
戦
し
、
地

域
の
活
性
化
や
特
産

物
の
Ｐ
Ｒ
へ
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
た
。

高
校
へ
の
問
い
合

わ
せ
は
（
電
）
０
９

９
３（
34
）０
１
４
１
。

地
元
産 

授
業
で
製
造

　活
性
化
、
特
産
Ｐ
Ｒ
に

鹿
児
島
県
立
山
川
高
等
学
校

（最寄りの新聞店から配達します。1日あたり88円です。購読料は農業者の確定申告時の必要経費として認められています。）

●お申し込みは下記窓口へ !
喜入地区：喜入支所　　　（099）345-1211
山川地区：本所・山川統括（0993）35-3412
えい地区：西部経済課　　（0993）36-1133

指宿地区：東部配送センター（0993）23-3838　　
開聞地区：開聞中央支所　　（0993）32-3131

日本農業新聞販売中！ 2,623円

期間中
計13本が掲載！管内農家や地域の方が続々掲載！

日本農業新聞ＪＡいぶすきズームアップをご紹介！
　11月2日から6日間、日本農業新聞の記者がJA管内で取材し、農家やJAの取り組み、地域の先進事例や地元特
産物の情報を、日本農業新聞の紙面で発信・PRする「JAいぶすきズームアップ」を行いました。
　JAでは今後も、JAグループをはじめ様々な機関と連携し、地域農業の活性化やJA自己改革の取り組み発信に
努めてまいります。

マ
ス
ク
を
手
渡
し
た
福
吉
組
合
長（
右
）と

受
け
取
っ
た
川
迫
会
長

生
徒
自
ら
製
造
し
た
山
川
高
の
か
つ
お
み
そ

暮
ら
し
守
る
活
動

マ
ス
ク
320
枚
贈
る

一部の記事をご紹介します！

（月ぎめ：消費税込）

11月7日掲載

11月3日掲載

IBSUKI NEWS

山
川
地
区
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
が

出
荷
目
揃
え

Ａ
は
11
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
徳
光
集
荷
場
で
２

０
２
１
年
度
産
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
の
出
荷

目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
は
、
収
穫
し
た
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
を
見
比
べ
な
が

ら
生
育
状
況
や
出
荷
基
準
を
確
認
し
、
今
後
の
栽
培

管
理
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

山
川
地
区
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
は
８
月
下
旬
か
ら

植
え
付
け
が
始
ま
り
、
11
月
４
日
か
ら
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
21
年
度
は
、
共
販
面
積
約
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
共
販
量
２
６
７
ト
ン
、
共
販
額
２
、６
７
０

万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
出
荷
は
５
月
ま
で
続
く

見
込
み
で
す
。

Ｊ

斎
場
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で

満
足
度
向
上
を
目
指
す

Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
の
生
活
事
業
部
生
活

課
は
11
月
９
日
、
指
宿
市
の
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す

き
ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場
で
、
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
き
ま
し
た
。
経
済
連
職
員
や
県
内
Ｊ
Ａ
の
葬
祭
担

当
職
員
が
、
清
掃
や
器
具
備
品
の
整
理
整
頓
が
出
来

て
い
る
か
な
ど
５
つ
の
項
目
で
斎
場
内
を
審
査
し
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
の
葬
祭
担
当
職
員
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
し
た
。

　

美
化
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内
13
Ｊ
Ａ
の
葬
祭
場
を

対
象
に
年
２
回
開
か
れ
ま
す
。
葬
祭
担
当
職
員
の
美

化
意
識
向
上
と
、
安
心
し
て
利
用
出
来
る
環
境
作
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ

菜
の
花
を
植
え
て
お
も
て
な
し
の
準
備・

Ｊ
Ｒ
西
大
山
駅
で
植
栽
セ
レ
モ
ニ
ー

ぶ
す
き
広
域
観
光
推
進
協
議
会
は
10
月
14

日
、
指
宿
市
の
Ｊ
Ｒ
西
大
山
駅
で
菜
の

花
植
栽
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
地
元
企
業

や
同
市
慈
光
保
育
園
の
園
児
、
行
政
関
係
者
、
Ｊ

Ａ
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、
西
大
山
駅
近
く
の
畑

15
ア
ー
ル
に
、
菜
の
花
の
種
を
植
え
ま
し
た
。
参

加
し
た
慈
光
保
育
園
の
徳
留
海か
い

叶と

さ
ん
（
６
）
は

「
み
ん
な
で
楽
し
く
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
す
く
す
く

育
っ
て
、
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

　

指
宿
市
、
南
九
州
市
、
南
大
隅
町
で
結
成
し
た

同
協
議
会
は
、
観
光
名
所
の
良
さ
を
県
内
外
に
広

め
る
た
め
、
誘
客
事
業
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

い

グリーンボールを見比べる参加者ら

斎場内を審査する参加者ら

菜の花を植える福吉組合長（右）と園児ら
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【
い
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す
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鹿
児
島
県
の
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
５
日
、

指
宿
市
で
Ｊ
Ａ
共
済
代
理
店
と
常
勤
役
員
と
の
語
る

会
を
開
き
、Ｊ
Ａ
役
員
が
８
つ
の
代
理
店
に
、Ｊ
Ａ
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
あ

し
ら
っ
た
マ
ス
ク
計
３
２
０
枚
を
手
渡
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
10
月
か
ら
、Ｊ
Ａ
部
会
員
や
共
済
代
理
店
な

ど
の
組
合
員
、
事
業
関
係
者
に
、Ｊ
Ａ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ス
ク
を
配
布
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
自
己
改
革
「
地
域
の

活
性
化
」
の
一
環
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぎ
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
活
動
に
取

り
組
む
。

㈲
川
迫
自
動
車
の
川
迫
新
一
郎
会
長
は
「
使
い
心

地
が
良
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
目
立
つ

の
で
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
た
い
」
と
話
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
は
ウ
レ
タ
ン
製
で
、
白
と
グ

レ
ー
の
２
色
を
用
意
し
た
。Ｊ
Ａ
共
済
連
の
「
Ｊ
Ａ
共

済
地
域
・
農
業
活
性
化
促
進
助
成
金
」
を
活
用
。
約

５
０
０
０
枚
を
作
っ
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
、
白
を
Ｊ
Ａ
部
会
員
ら
に
約
１
０

０
０
枚
、
グ
レ
ー
を
共
済
代
理
店
の
81
工
場
や
部
会

員
ら
に
約
４
０
０

０
枚
配
布
す
る
。

Ｊ
Ａ
の
福
吉
秀

一
組
合
長
は
「
Ｊ

Ａ
の
マ
ス
ク
が
活

用
さ
れ
、
感
染
防

止
に
役
立
っ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
し
た
。

共
済
代
理
店
と
語
る
会

【
い
ぶ
す
き
】
鹿
児
島
県
指
宿
市
山
川
の
鹿
児
島
県

立
山
川
高
校
は
、
特
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
製
造

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
鹿
児
島
に
伝
わ
る
郷
土
料
理

「
か
つ
お
み
そ
」
は
、
原
材
料
に
指
宿
市
内
で
生
産
さ

れ
た
か
つ
お
節
や
喜
入
町
農
産
加
工
組
合
が
製
造
し

た
麦
み
そ
を
使
う
。
ご
飯
に
よ
く
合
い
、
同
校
で
は

年
間
約
２
０
０
０
個
を
製
造
販
売
す
る
。

同
校
は
「
食
品
製
造
」
と
「
総
合
実
習
」
な
ど
の

授
業
で
、
地
元
農
畜
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
製
造

し
て
い
る
。
生
徒
自
ら
調
理
や
瓶
詰
め
、
缶
詰
め
を

行
い
、
地
域
で
取
れ
る
農
産
品
の
特
徴
や
活
用
方
法
、

食
品
加
工
か
ら
流
通
の
流
れ
な
ど
を
学
ぶ
。
加
工
品

は
豚
み
そ
、
か
つ
お
み
そ
、
す
も
も
ジ
ャ
ム
、
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
の
全
４
種
。
定
価
は
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
円

だ
。毎

週
木
曜
日
に
開
く「
花
野
果（
は
な
や
か
）市
場
」

（
祝
日
、
学
校
行
事
な
ど
で
変
更
あ
り
）
や
、
同
校
へ

の
問
い
合
わ
せ
で
購
入
で
き
る
。
豚
み
そ
と
か
つ
お

み
そ
は
、
鹿
児
島
市
西
谷
山
の
た
わ
わ
タ
ウ
ン
谷
山

で
も
販
売
し
て
い
る
。

同
校
の
海
老
原
純
一
教
諭
は
「
地
域
資
源
を
活
用

し
て
新
た
な
加
工
品

作
り
に
挑
戦
し
、
地

域
の
活
性
化
や
特
産

物
の
Ｐ
Ｒ
へ
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
た
。

高
校
へ
の
問
い
合

わ
せ
は
（
電
）
０
９

９
３（
34
）０
１
４
１
。

地
元
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授
業
で
製
造
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性
化
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特
産
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Ｒ
に
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児
島
県
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山
川
高
等
学
校

（最寄りの新聞店から配達します。1日あたり88円です。購読料は農業者の確定申告時の必要経費として認められています。）

●お申し込みは下記窓口へ !
喜入地区：喜入支所　　　（099）345-1211
山川地区：本所・山川統括（0993）35-3412
えい地区：西部経済課　　（0993）36-1133

指宿地区：東部配送センター（0993）23-3838　　
開聞地区：開聞中央支所　　（0993）32-3131

日本農業新聞販売中！ 2,623円

期間中
計13本が掲載！管内農家や地域の方が続々掲載！

日本農業新聞ＪＡいぶすきズームアップをご紹介！
　11月2日から6日間、日本農業新聞の記者がJA管内で取材し、農家やJAの取り組み、地域の先進事例や地元特
産物の情報を、日本農業新聞の紙面で発信・PRする「JAいぶすきズームアップ」を行いました。
　JAでは今後も、JAグループをはじめ様々な機関と連携し、地域農業の活性化やJA自己改革の取り組み発信に
努めてまいります。

マ
ス
ク
を
手
渡
し
た
福
吉
組
合
長（
右
）と

受
け
取
っ
た
川
迫
会
長

生
徒
自
ら
製
造
し
た
山
川
高
の
か
つ
お
み
そ

暮
ら
し
守
る
活
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マ
ス
ク
320
枚
贈
る

一部の記事をご紹介します！

（月ぎめ：消費税込）

11月7日掲載

11月3日掲載
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年男・年女特集
　新年を迎え、皆様はいかがお過ごしでしょうか？　2022年は「寅（とら）年」。寅年
生まれの人は「虎」から連想されるように、勇敢で何事にも恐れず立ち向かう強さを
持っています。リーダーシップがあり周りを引っ張っていける資質があるそうです。
　そんな寅年に生まれ、「年男＆年女」を迎えられた農家さんや農業に携わる方を、
特集記事でご紹介します。ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。

1962年生 1974年生

1986年生 1998年生

Ｑ１．生産品目や内容について教えてください
Ａ̍ ɽ྆ ਌̎ਓと一緒に、͓ 茶を̒ϔΫλール࠿ഓして

͍ますɻ
Ｑ２．普段の仕事の流れ、作業内容・活動内容を教え

てください
Ａ̎ɽ茶畑の؅ཧ作業と茶޻場Ͱのߥ茶作Γをߦって

͍ますɻ農業Ҏ֎Ͱは、ＪＡえ͍地۠ঁੑ部の෭
部長を̐೥຿Ί、Έͦ作Γの͓ख఻͍なͲ΋して
͍ますɻ

Ｑ３．好きな野菜は何ですか？
Ａ̏ɽＪＡ͍Ϳす͖のイメーδΩϟラΫλーͰ΋͋るʮΦ

ΫラʯͰすʂ�
Ｑ４．オクラの美味しい食べ方を教えてください
Ａ̐ɽ山Ҷの୅ΘΓにΦΫラをたっ΀Γ࢖った、ΦΫラ

の͓޷Έম͖がඒຯし͍Ͱす̇ �

Ｑ５．2021年はどのような１年でしたか？
Ａ̑ ɽίϩナՒͰΦンライン会議が૿え、཭ౡの部員さ

んとΑΓൃ׆なަྲྀが出དྷるなͲ、࣮ Γの͋る
̍೥Ͱしたɻまた、૥࿜ΓधཁͰリーϑ茶のফඅ
が૿え、茶農家に໌る͍࿩୊が͋った೥Ͱしたɻ

Ｑ６．2022年はどのような年にしたいですか？
Ａ̒ ɽ家଒΍༑ਓとのࢧえにँײしながら、ਓとのͭな

がΓをେ੾にして͍͖た͍ͰすɻԿ事に΋τライ
（ಪͩけにʁʂ）してਫ਼ਐした͍と͍ࢥますʂ

ೆ۝भࢢӲѧொग़਎Ổ茶೶Ո

ࣛ԰ࢢग़਎Ổ̟ ̖Ӧ೶ࢦಋһ

Ｑ１．生産品目や内容について教えてください
Ａ̍ ɽ中ԝࡁܦ՝Ͱ、山઒地۠のΦΫラとΧボνϟのӦ

農ࢦಋを୲౰して͍ますɻΧボνϟは部会員਺が
���ਓとଟ͘、༷ ʑな農家さんと৮れ合͏ػ会が
ଟ͍Ͱすɻ

Ｑ２．普段の仕事の流れ、作業内容・活動内容を教え
てください

Ａ̎ɽೖ組 ೥̍目なのͰ、ઌഐのࢦಋ員と一緒になΓ、
農作෺のௐ査΍ࢦಋのิॿをߦって͍ますɻ
畑の८ճͰはֶびがଟ͘、೔ʑษڧに౒Ίて
͍ますɻ

Ｑ３．好きな野菜は何ですか？
Ａ̏ ɽδϟΨイモͰすɻಛに山઒Ͱ࠿ഓされるʮχγϢλ

Χʯがඒຯし͍と͍ࢥますɻ
Ｑ４．ジャガイモの美味しい食べ方を教えてください
Ａ̐ɽγンプルͰすが、৽઱なδϟΨイモをৠかして、

ԘかマϤωーζͰ৯べると、ૉࡐのຯが生͖てと
て΋͓͍し͍Ͱすɻ

Ｑ５．2021年はどのような１年でしたか？
Ａ̑ ɽ৽し͍ݧܦと୔山のࣦഊが͋Γましたɻ一ࣾ会ਓ

としてେ੾な͜と΍、࢓事をする্Ͱඞཁな事が
ֶべた̍ ೥Ͱしたɻ

Ｑ６．2022年はどのような年にしたいですか？
Ａ̒ ɽೖ組̎೥目をܴえるのͰ、̍ ೥目のݧܦを౿まえ

て࢓事にྟΈ、पΓのํʑからʮ੒長したなʯと
って͍たͩけるΑ͏な೥にした͍Ͱすɻࢥ

Ｑ１．生産品目や内容について教えてください
Ａ̍ ɽय़Χボνϟを���Ξール、スナップエンドウを���

Ξール、࣮ エンドウを��Ξール、ౙΧボνϟを���
Ξール作って͍ますɻ

Ｑ２．普段の仕事の流れ、作業内容・活動内容を教え
てください

Ａ̎ɽ́ ΅೥ؒ௨して農作業をߦって͍るのͰ、່ ໇を
は͡Ί、家଒�ਓͰ畑の؅ཧから収穫、出荷まͰ
って͍ますɻߦ

Ｑ３．好きな野菜は何ですか？
Ａ̏ɽʮまΊͧ͜͏ʯと͍͏඼छの࣮エンドウが͖޷Ͱ

すɻ
Ｑ４．「まめこぞう」の美味しい食べ方を教えてください
Ａ̐ɽ౾͝はんがとて΋खܰͰ、͓ すすΊの৯べํͰ

すɻ͝ ൧と一緒にਬ͘前に、গしԘを加えると؁
さがҾ͖立ち、とて΋ඒຯし͍Ͱすɻ౾の৯ײ΋
ָしΊますɻ

Ｑ５．2021年はどのような1年でしたか?
Ａ̑ɽ�ਓ目のଙが�݄に生まれ、೐΍かな೥Ͱしたɻଙ

を産ん່ͩはίϩナՒͰ݁ࠗࣜが出དྷて͍なかっ
たのͰ、��݄のࣜڍ༧ఆ೔がとて΋ָしΈͰすɻ

Ｑ６．2022年はどのような年にしたいですか?
Ａ̒ ɽଙたちにෛけな͍Α͏、݈ を෇けて͍͖たؾに߁

͍Ͱすɻ�൪্のଙはখֶ一೥生Ͱ༡び੝Γをܴ
えたのͰ、ମྗ作Γをしてؾݩに૬खをして͋͛
られるΑ͏、ؤுΓた͍と͍ࢥますɻ

೶Ոࡊ઒ग़਎Ổ໺ࢁࢢ॓ࢦ

Ｑ１．生産品目や内容について教えてください
Ａ̍ ɽقઅに合Θͤ、δϟΨイモ、ΦΫラ、απマイモ、

スナップを࠿ഓして͍ますɻಠ立して̏ ೥目になΓま
すが、࠿ഓ໘ੵはԆべ̍ ϔΫλールになΓましたɻ

Ｑ２．普段の仕事の流れ、作業内容・活動内容を教え
てください

Ａ̎ɽ೥ؒを௨して、畑の؅ཧ作業から収穫、出荷まͰ
って͍ますɻߦと一緒に࠺

Ｑ３．好きな野菜は何ですか？
Ａ̏ɽ園ܳ農家なのͰ໺菜はશൠ͖޷Ͱすが、ಛにࣗ

෼΋࠿ഓするスナップエンドウが͖޷Ͱすʂ
Ｑ４．スナップエンドウの美味しい食べ方を教えてくだ

さい
Ａ̐ɽૉ༲͛したスナップエンドウをԘにͭけて৯べる

と、αΫαΫとした৯ײがָしΊ、͓ ञに΋Α͘
合͍ますɻͥ ͻ一౓৯べてΈて΄し͍Ͱすʂ

Ｑ５．2021年はどのような１年でしたか？
Ａ̑ ɽίϩナՒͰ֎出のػ会がݮΓ、家଒と一緒にա͝

すؒ࣌と、̏ ਓのࢠͲ΋に৭ʑങって͋͛られる
͓ۚが૿えた̍ ೥Ͱしたɻ

Ｑ６．2022年はどのような年にしたいですか？
Ａ̒ ɽ৽ܕίϩナウイルスのྲྀߦが収まったらཱྀߦにߦ

͖た͍Ͱすɻࣗ ॗർれをリϑϨッγϡして、家଒の
たΊに農作業をؤுΖ͏ と͍ࢥますɻ

雪丸　あゆみ さん
ʢ1�7�೥12݄1�೔ੜまΕʣ

ゆきまる

島本　光希 さん
ʢ1���೥12݄2�೔ੜまΕʣ

しまもと こうきࢢ॓ࢦग़਎Ổ໺ࡊ೶Ո

櫟山　裕輝 さん
ʢ1���೥�݄2�೔ੜまΕʣ

いちやま ゆうき

田畑　正一 さん
ʢ1��2೥2݄12೔ੜまΕʣ

たばた しょういち

あけましておめでとうございます！
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掲載レシピについて :「家の光」2020 年 12 月号「美活おせち」から
調理・指導 /牛尾理恵

お正月といえばおせち料理。定番おせちにひと手間加えて、
美容と健康効果を高める「美活おせち」レシピを紹介します。
おいしく食べて“キレイ”に磨きをかけてみませんか ?

●作り方
①昆布はぬれ布巾でさっと拭き、水4と1/2カップにつけてもどす。しんなりし
たら取り出して水気を拭く。もどし汁は取りおく。
②かんぴょうは水洗いし、しんなりするまで水でもどす。
③油揚げは熱湯にくぐらせ、ざるなどに移してあら熱を取り、横に1㎝幅に切
る。ダイコン、ニンジンは皮をむいて1㎝角、15㎝長さの棒状に切る。ダイコ
ンは16本、ニンジンと油揚げは8本用意する。
④写真のように①に③をのせてきつく巻き、昆布巻きの中央から左右1/2の
所に2か所、かんぴょうを巻き、本結びして切る。これを8本作る。
⑤大きめのフライパンに④をかんぴょうの結び目を下にして並べ入れ、①の
もどし汁を加えて強火にかける。煮たったらアクを取り除き、砂糖、酒、みり
ん、醤油を加え、落としぶたをして弱火で20分ほど煮る。
⑥端を切りそろえて整え、1本を2等分にして盛りつける。

●保存の仕方
　冷蔵/3～4日。冷凍/1か月ほど。小分けにしてラップフィルムでぴったりと包
み、密閉式の保存袋に入れる。電子レンジで温めて解凍する。

●作り方
①サツマイモは皮をむき、3㎝厚さの輪切りにする。クチナシは包丁の腹でか
るくつぶし、お茶パックに入れる。
②鍋に①と、かぶるくらいの水を入れて強火にかける。煮たったら、中火で10
分ほどゆでる。サツマイモに竹串を刺し、すっと通ったら火を止める。
③②の水気を切り、すりこ木などで熟いうちにつぶし、なめらかにする（裏ご
しするか、フードプロセッサーにかけてもよい）。
④③に酒粕、蜜、塩少々を加えて弱火にかけ、木べらなどで練り合わせる。
ぽってりとしてきたら火から下ろし、クリを加えて混ぜ合わせる。

●保存の仕方
　冷蔵/5日ほど。冷凍/1か月ほど。
　小分けにしてラップでぴったりと包み、
　密閉式の保存袋に入れる。自然解凍する。

●作り方
①ダイコンとニンジンは皮をむいて4㎝長さの細切りにし、ボウルに入れる。
塩少々をふってかるくもみ、30分ほどおく。水分が出たらきつく絞る。ユズ
は果汁を搾り、皮を薄くむいて3㎝長さの細切りにする。

②①に甘麹と酢、②のユズの搾り汁大さじ1と皮、塩少々を加えて混ぜ合わせる。

●甘麹の作り方
①鍋に湯3カップを沸かし、60℃前後まで冷ます。
②炊飯器に麹200gをほぐし入れ、①を加えて木べらなどで混ぜ合わせる。
③炊飯器の保温スイッチを入れ、釡の上に、巻きす、ぬれ布巾の順にのせて、
ふたを開けたまま6～8時間発酵させる。

●保存の仕方
　冷蔵のみ/3～4日。　※各レシピの保存期間は目安です。
　保存にはかならず清潔な容器を使い、早めに食べきってください。

レシピのご紹介美活おせち

野菜の昆布巻き

紅白なます 甘麹仕立て

酒粕栗きんとん

●材料（作りやすい分量）
サツマイモ..................1本（正味300gほど）
クチナシの実.............................................. 1個
クリの甘露煮 ........................................... 200g
クリの甘露煮の蜜.............................. 150mL
練り酒粕（なければ板粕でも）........... 100g
塩..................................................................適量

●材料（作りやすい分量）
ダイコン .................................... 1/2本（500g）
ニンジン.................................... 1/2本（100g）
ユズ................................................1/4個（25g）
甘麹 .......................................................大さじ4
酢............................................................大さじ2
塩..................................................................適量

●材料（8本分）
ダイコン（15㎝長さ）........................ 約300g
ニンジン（15㎝長さ）........................ 約150g
早煮昆布（幅15㎝x長さ20～30㎝）..... 8枚
油揚げ（15㎝長さ）.................................... 2枚
かんぴよう...................................................30g
砂糖（あればキビ砂糖）...................大さじ1
酒・みりん.........................................各大さじ3
しょうゆ...................................... 大さじ4と1/2

効 能 腸内環境を整える／疲労回復

効 能 美髪・美爪／免疫力アップ

効 能 脂肪を減らす／美肌

JA MAGAZINE NANOHANA
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オススメ農機紹介！
今回紹介するのは、株式会社やまびこの「自走式動噴」！

指宿市山川小川 577
農機具センター 0993-23-1016☎

受付時間　8：30～17：00

農機具セン
ターから

　今回は、病害虫予防にかかせない、やまびこの
「自走式　動噴」を紹介します。
　動噴を圃場まで移動するとき「手押し式」や「持
ち運び」ではトラックへ積み込むのに苦労します
が紹介する「自走式タイプ」ではクラッチレバー
を握るだけで簡単に積み込むことが出来ます。ま
た、降ろすときもブレーキレバーで操作すること
で安全に降ろすことができます。
　さらにホースも「軽量タイプ」となっており作
業終了後もホースの「自動巻取機能」が付いてお
り便利な機種になります。
　12月に入りいろいろと
忙しい時期になりますが
「農作業事故ゼロ」で新年
を迎えましょう。

VSC357F-8

商品については最寄りの農機具センターにお問い合わせください。
一級農業機械整備技能士
田中　弘孝

葬祭ディレクター2級、ファイナ
ンシャルプランナー（FP）3級、
財務3級、法務3級

JAいぶすき ルミエール スタッフ紹介
　ＪＡグループの葬祭「ルミエール」では、通常の葬儀から、参列者への負担やコロナ禍での
感染対策を踏まえた家族葬まで、多種多様な葬儀にご対応しております。厚生労働省認可
の技能試験「葬祭ディレクター」の資格を取得し、豊富な経験と知識を持つスタッフが、
柔軟な対応で故人と家族に寄り添える葬儀をいたします。

故人の人柄が偲ばれる感動の人柄葬を…
もしもの時はお電話ください

JAいぶすきルミエール
☎（0993）24-5332

亀之園　隆
取得資格:

　お客様のご希望が叶う葬儀になる事を第一に考え、
ご要望を引き出せるよう親身になって対応することを
心がけております。
　葬祭ディレクター２級のほか、ファイナンシャルプラン
ナー３級、財務３級、法務３級など様々な資格取得を
通して、どのようなご相談に対しても柔軟に対応できる
職員を目指し、お客様から頂いた感謝の言葉を胸に、
励んでまいります。
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●お問い合わせは
＜適用条件＞借入額が100万円以上
　　　　　　借入期間が１年以上
　　　　　　令和4年3月末までに資金承認が得られた方
＜補給内容＞利子補給率　1.00%
　　　　　　利子補給期間は借入日から3年後の応当日まで

基腐病により収入が減少した農家へ
資金相談はJAいぶすきへ！

基腐病により収入が減少した農家へ
資金相談はJAいぶすきへ！

R3年11月1日現在
受付金利農業経営長期運転資金

当初3年間　0.60%程度
3年後以降　1.60%程度

（別途、保証料が必要になります）
ご
利
用
で
き
る
方

基腐病により売上が前年より減少した方
申込上限額　500万円
借 入 期 間　5年以内
そ　の　他　去年の年間経費の範囲内（減価償却費除く）
   　　　　　その他諸条件があります

●JAバンク利子補給適用条件および内容

JAいぶすき

山　川　統　括
中　部　支　所
えい中央支所

0993-35-3412
0993-25-4211
0993-36-1131

※金利は資金承認時または実行時の金利どちらか
低い方が適用となります。
※上記表示金利はJAバンク利子補給制度の適用を
受けられた方となります。
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　2021年もあっという間に過ぎていきました。皆様にとってどのような年でしたで
しょうか？「コロナ禍」という言葉が一般化し、外出の自粛やイベントの延期なども当
然のようになりましたが、一方では感染者の減少で制限が緩和され、少しずつ以前
の生活が戻ってきたように感じます。
　22年はコロナ禍が終息し、様々な活動が復興する年になって欲しいと思います。

　「トラノオ」の別名を持つ、観葉植物のサンスベリ
アです。濃淡のある横縞模様の葉っぱが虎の尾っぽ
を連想させることから、名前が付きました。マイナス
イオン放出や空気清浄力が高く、さらには風水など
でも縁起が良いとされる植物です。ＪＡではあっど！
いぶすきみのり館で販売しています。
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〇共済窓口における営業時間に関するお知らせ〇
JA共済をご愛顧いただきありがとうございます。
誠に勝手ではございますが、2022年1月4日より各支所共済窓口の営業時間を下記の通り変更させていただきます。
お客様にはご不便をお掛けいたしますが、何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

共済窓口
営業時間 2022年1月4日以降17:00まで 16:00まで現行
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各事業所
店舗名 営　業　日

12月30日（木） 12月31日（金） 1月1日（祝） 1月2日（日） 1月3日（月） 1月4日（火）
山川統括
・各支所

信用 8:30 ～ 15:00 — — — — 8:30 ～ 15:00
共済 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 16:00

自動化機器（ATM）
地区 ブースコーナー名 営　業　日

12月30日（木） 12月31日（金） 1月1日（祝） 1月2日（日） 1月3日（月） 1月4日（火）
喜入 喜入支所 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00

指宿

あっど！
いぶすきみのり館 9:00 ～ 18:00 9:00 ～ 18:00 — — — 9:00 ～ 18:00
旧池田購買店舗 9:00 ～ 17:00 — — — — 9:00 ～ 17:00

指宿市役所　本庁 — — — — — 8:45 ～ 16:30
南部支所 8:45 ～ 18:00 — — — — 8:45 ～ 18:00

山川 本所 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00
指宿市役所山川庁舎 9:00 ～ 16:30 — — — — 9:00 ～ 16:30

開聞 Ａコープかいもん店 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00
えい えい中央支所 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 18:00

購買店舗・あっど！いぶすきみのり館
地 区 店舗名 営　業　日

12月30日（木） 12月31日（金） 1月1日（祝） 1月2日（日） 1月3日（月） 1月4日（火）
喜 入 喜入購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00
指 宿 あっど！

いぶすきみのり館 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 18:00 — — — 8:00 ～ 18:00
山 川 小川購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00
開 聞 開聞購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

え い えい中央購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00
西部配送センター 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

※移動購買店舗につきましては、12月28日（火）まで営業いたします。年始の営業日は1月5日（水）となります。

農機センター
店舗名 営　業　日

12月30日（木） 12月31日（金） 1月1日（祝） 1月2日（日） 1月3日（月） 1月4日（火）
各地区農機 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

給油所
地区 店舗名 営　業　日

12月30日（木） 12月31日（金） 1月1日（祝） 1月2日（日） 1月3日（月） 1月4日（火）
喜入 喜入SS 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 17:00 — — — 7:30 ～ 18:30
山川 山川SS 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 17:00 — — — 7:30 ～ 18:30
開聞 開聞SS 7:00 ～ 19:00 7:00 ～ 18:00 — 8:00 ～ 17:00 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 19:00

えい 西えいSS 7:00 ～ 19:00 7:00 ～ 18:00 — 8:00 ～ 17:00 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 19:00
青戸SS 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 17:00 — — — 7:30 ～ 18:00

※31日（金）につきましては、フルサービスのSSで実施しておりますディスカウントデーを休止させていただきます。ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。

年末・年始の営業時間について

ＳＳ営業時間変更のお知らせ ＡＴＭ営業時間
変更のお知らせ　JAいぶすきSSをご愛顧いただきありがとうございます。

　誠に勝手ではございますが、2021年12月1日より管内一部
SSの営業時間を下記の通り変更させていただきます。
　お客様には御不便をお掛けいたしますが、何卒御理解くだ
さいますようお願いいたします。

　JAバンクをご愛顧いただきありがとうございます。
　2022年1月8日より、管内一部ATMの営業時間を
下記の通り変更させていただきます。
　今後とも、お客さまにご満足いただけるサービスの
提供に努めてまいります。

　 ＳＳ名 営業日 現行営業時間 変更後営業時間

フル
給油所

喜入給油所
土曜日 7：30 ～ 18：00 7：30～ 12：00
祝祭日 8：00 ～ 18：00 定休日

山川給油所
土曜日 7：30 ～ 18：00 7：30～ 12：00
祝祭日 8：00 ～ 18：00 定休日

セルフ
給油所

開聞給油所
西えい給油所 月～金曜日 7：00 ～ 20：00 7：00～ 19：00

ブースコーナー名 現行営業時間 変更後営業時間
喜入支所 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 19:00
山川統括 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 19:00

Ａコープ開聞店 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 19:00
えい中央支所 8:30 ～ 18:00 8:30 ～ 19:00

JA MAGAZINE NANOHANA
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組合員資格について ポイントの還元方法

本所・管理部：0993-35-3411　　喜入支所：099-345-1211　　中 部 支 所：0993-25-4211 
南 部 支 所：0993-22-3636　　山川統括：0993-35-3412　　開聞中央支所：0993-32-3131 
えい中央支所：0993-36-1131　　青戸支所：0993-39-0111  

正組合員
・10アール以上の畑で農産物を生産している方、もしくは年間90日
以上農業に従事されている方、または農業を営む法人

・農地またはお住まいがJAいぶすき管内
　（但し、法人の場合は一定の条件を満たす必要があります。）
准組合員
・JAいぶすき管内にお住まいで、当JAの各事業を継続してご利用
いただける方（地区外にお住まいの方でも、一定条件を満たすこ
とでご加入いただけます。）

例えば、出資金額20万円の組合員加入または増資で・・・
キャンペーン中
10,000Pに！

増資の場合　  0P／1,000円　➡　50P／1,000円
JAいぶすき公式キャラクター
「オクラスター」

JAいぶすき

JAいぶすき

お問い合わせは

　JAではお預かりした出資金を活用し、地域農業と
生産者を支える様々な事業を展開しております。

※組合員資格の詳細については、最寄りのJA窓口へお問い合わせください。

+"%%0Χʔυ
組合員加入 増資または で、

期間中、JAいぶすきの組合員に  
新規加入すると、JAのポイントカード  

「JADDOカード」の加入ポイントが割り増し！
さらに、既に組合員の方でも増資でポイントが貰える！

増資時
0P が、なんと！加入時

2,000P

（ただし、譲渡による組合員加入・増資と出資予約貯金からの振替は対象外となります）

加入の場合　10P／1,000円　➡　50P／1,000円

令和3年

12月30日
実施中！

まで

キャンペーン
加 算 基 準

　Aコープ利用コースの場合
　レジ精算時に300ポイント以上のポイント残高で発券される
Aコープ利用券を使い、次回お買い物の際Aコープ各店舗で使用
（発券はカード発行時に登録した店舗以外では行えません。１度
に発券できる枚数は10枚までとなります。）

　選択利用コースの場合
１．JAの購買店舗で生活資材や肥料・農薬を購入の際に提示して
直接値引き

２．あっど！いぶすきみのり館のKIOSK端末で「ポイント利用券」を
発行し、店舗内での買い物に使用

３．JAの支所窓口（南部支所を除く）でポイントを「農協共通商品
券」に変え、JA関連店舗や山形屋、いわさきホテル各施設などの
提携店舗で使用

※適用には一定の条件がございます。

JAの事業利用でJADDOカードの付与ポイントが2倍に！（一部を除く）
JAの人間ドックを受診すれば5,000円（税込）の補助金がつく！
JA葬祭を利用する際、最大25%まで割引適用！

1
2
3

ＪＡ組合員の加入メリット！

キャンペーン
ポイント付与


